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タスク
空間集約データの高解像度化

関連する出版物
• Y. Tanaka et al., NeurIPS, 

2019.
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番目のデータセットに対する の分割：

入力空間（都市全体の領域）
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Questions

ガウス過程を基礎として，

Q1. 領域で集約された観測をどのようにモデル化するか？
—> Spatially Aggregated Gaussian Processes with a Single Output (SAGP-S) の定式化

Q2. データセット間の依存関係をどのように組み込むか？
—> 多変量ガウス過程をベースにして集約データを扱うことが可能なSpatially Aggregated 

Gaussian Processes with Multiple Outputs (SAGP-M) の定式化



Spatially Aggregated
Gaussian Processes
with a Single Output

(SAGP-S)

• ガウス過程
• 集約プロセスを持つ観
測モデル

• 推定
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Linear Model of Coregionalization (LMC) (Alvarez, Rosasco, and Lawrence, 2012)

16



問題点
点に紐づくデータ
を前提
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比較手法
‣ SAGP-S：集約プロセスを考慮したガウス過程回帰
‣ 2-stage SAGP model：Regression approachに基づく提案法
‣ SLFM：多変量ガウス過程回帰（サンプルは領域の重心に紐づけ）

(Teh, Seeger, and Jordan, 2005)
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LMCをガウス過程で実現したもの
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（ターゲット：poverty rate）

26



27

貢献
多変量ガウス過程に基づいて，集約データを高解像度化するため
の確率モデルを提案
‣ 潜在GPをデータセット間で共有することで，低解像度データの共分
散関数を効果的に学習可能

実データを用いて提案モデルの有効性を検証

今後の展望
大規模なデータ取得が難しい都市への対応．都市間での転移学
習技術の開発


